・運営協議会の事業報告（現状と課題）

１、運営協議会の目的と内容

自立支援協議会事務局（圏域アドバイザー、みよし市社協、福祉課）と各部会リーダーが集まり、協議会全体の動向の把握、相談支援連絡会からあがってくる地域ニーズの整理・分析を行う。その上で、課題解決の策や自立支援協議会全体の方向性を検討し、全体会での協議内容等を提出する。（自立支援協議会の中心的役割）

２、みよし市地域福祉計画のヒアリングについて

　２０１０年１２月、みよし市障がい者自立支援協議会運営協議会メンバーに対し、みよし市地域福祉計画策定に向けてのヒアリングを受けた。今までの自立支援協議会運営を踏まえての各メンバーの意見は、地域福祉計画にも反映される見込み。

３、みよし市障がい者自立支援協議会主催イベント（シンポジウム）について

（１）目的：みよし市障がい者自立支援協議会の周知
（２）開催状況詳細
	日時
	平成２３年２月２６日（土） １３時３０分～１６：３０

	会場
	みよし市勤労文化センターサンアート レセプションホール

	内容
	タイトル：「だれもが暮らしやすい福祉のまちを目指して２」

第一部：みよし市障がい者自立支援協議会って？

第二部：みよし市に自立支援協議会ができてよかった？

	出演者
	第一部コーディネーター：

みよし市障がい者自立支援協議会　運営協議会構成員　深谷氏

シンポジスト：心身障がい児部会事務局　清水氏

就労支援部会準備会リーダー　山口氏

相談支援連絡会リーダー　戸村氏

第二部コーディネーター：

みよし市障がい者自立支援協議会　運営協議会構成員　小西氏

シンポジスト：豊田市こども発達センター相談員　上里氏

みよし市教育委員会指導主事　佐久間氏

西三河北部障がい者就業・生活支援センター

主任就労支援員　市井氏

アドバイザー：西三河北部圏域アドバイザー　阪田氏

	来場者
	障がいをお持ちの方やその家族、障がい福祉事業所スタッフ、民生委員、市議会議員など、ほとんどが市内関係者　約１５０名


（3） 効果と反省（アンケート結果より　回収率約５０％）
· 率直な感想として、とてもよい～よいが、８１％だった。

· 参加者は協議会を知っていた方が８５％。協議会の理解が深まった参加者は８７％と、アンケート結果からは目的を達成できたように思う。

· 資料やスライドは見にくい～無回答が、５４％であった。自由記述欄に「スライドの資料を配布してほしかった」という声も多数あった。
· アンケート以外に、「内容が難しかった、時間が長かった」という意見も聞かれた。ターゲット層を誰にするか、内容と時間配分の調整なども検討が必要。
４、運営協議会の現状と課題

（１）現状

· 相談支援連絡会等から個々の課題があがってくることで地域課題が明確になりつつあり、それに向けた検討・協議が行えている。

· 運営協議会構成員は各部会にも参加しているので、部会の動きはもちろん、自立支援協議会全体の動向も把握できている。

（２）課題

· 運営協議会の目的のひとつである自立支援協議会全体の方向性を検討することまでは至れていないことが多く、３月の運営協議会で各メンバーから意見を聞いた。（内容については、全体会当日に報告。）

○意見交換

	


○議題一覧
	月
	議題
	内容など

	１１月
	（1） 平成２２年度第１回全体会の反省
	第１回全体会の内容について振り返り

	
	（2） １１月の各部会について
	１１月の各部会（就労支援部会準備会、相談支援連絡会）の内容について検討

	
	（3） 平成２２年度のシンポジウムについて
	平成２２年度のシンポジウムの内容について検討

	
	（４）その他、情報交換
	市内の障がい福祉情勢について、福祉課より報告

	１２月
	（1） 地域福祉計画のヒアリング実施
	みよし市地域福祉計画策定にあたり、みよし市障がい者自立支援協議会としての意見を述べる

	
	（2） １２月の各部会について
	１２月の各部会の内容について検討

	
	（3） 平成２２年度のシンポジウムについて


	平成２２年度のシンポジウムの内容について検討

	１月
	（1） 平成２２年度のシンポジウムについて
	平成２２年度のシンポジウムの内容について検討

	
	（2） １月の各部会について
	１月の各部会の内容について検討

	
	（3） 今後の運営協議会について
	今後の運営協議会運営について検討
市内の障がい福祉情勢について、福祉課より報告

	２月
	（１）第２回全体会について
	第２回全体会の内容について検討

	
	（２）平成２２年度のシンポジウムについて


	平成２２年度のシンポジウムについて最終確認

	
	（３）２月の各部会について
	２月の各部会の内容について検討

	
	（４）その他、情報交換
	市内の障がい福祉情勢について、福祉課より報告

	３月

（予定）
	（１）平成２２年度のシンポジウムの反省
	平成２２年度のシンポジウムの内容について振り返り

	
	（２）第２回全体会について
	第２回全体会の内容について確認

	
	（３）３月の各部会について
	３月の各部会の内容について検討

	
	（４）今後の運営協議会について
	今後の運営協議会運営について検討


· 上がってきた地域課題の整理、優先順位を付け解決に向けて動くという方法について、どのような方法がよいのか決まっていない。

· 上がってきた地域課題について、今の会議体では対応しきれていない問題がある。

→市内に事業所が少ない（ない）などの課題については、まだ検討に及んでいない。今後、今の協議会上の会議体で検討しにくい課題については、どこで検討していくのか、運営協議会とするなら回数を増やす、もしくは会議体を別に創設して検討していくなど、どのように対応していくか検討が必要。

· 現在の仕組み（サービス利用者や個別支援会議から市内ニーズや地域課題を拾っていく）では、精神障がい者のニーズや課題を拾いにくい。

→精神障がい者のニーズや地域課題をどのように拾っていくか、検討が必要。

